








されている。学外との通信速度は、平成6年度に 64Kbpsから 1.5Mbpsに、そして平成 7
年の 11月には 6Mbpsに増速され、この l、2年の聞におよそ 100倍高速化され、また、
















































• WWW(World Wide Web) 













































































ように見せることができる。 unixワークステーション、 MS-DOSパソコン、 Macintosh
等のコンピュータでこの機能を利用することができる。
・会話、放送
伝統的な方法は、キーボードから入力した文字を自分と相手の計算機の画面に表示す
ることで文字的に会話するものや、最近では、オーデイオやピデオインタフェースが
装備されている言明機関で、音声と画像まで伝送する会話(テレピ会議)を行うことも
できるが、このようなマルチメディア情報の伝送には高速な通信回線が必要になる。
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3 すべての学生にインターネット環境を
世界中の情報を迅速に収集し活用する能力は、現代の日常生活に不可欠で、学術研究、
教育、企業の研究/開発の明暗を分ける大事なカギとなってきている。驚くべきことに、イ
ンターネットにおける多くのデータベースは無料であり、世界中の一般利用者に公開され、
さまざまな話題を提供している。
そして、昨年夏頃より新聞、テレビ、雑誌等のメディアの中でインターネットの話題が
数多く取り上げられているせいか、最近、インターネットを利用したいという学生の声を
よく耳にする。
きて、本学のすべての教官については、平成6年度より、希望すればネットワーク利用
のためのが交付されている。また平成 7年末からは、すべての職員にまでその対象が拡大
された。↑3
一方、学生については、全学教育の一般情報処理教育科目の f情報処理演習J(選択科目)
やセンターのワークステーションを利用する講義・演習科目を受講中の者にネットワーク
利用のためのアカウントが交付されている。そしてまた、全学教育の一般情報処理教育科
目の『情報処理演習』の単位を取得した学生の内希望する学生や総合情報処理センターの
開催するネットワーク利用講習会を受けた学生に同様のアカウントが交付されている。し
かし、『講義・演習jが終了した時点での学生のアカウント取得率は全学生の l割にも満た
ない。現在、第 1学年の学生については、全学教育の一般情報処理教育科目で全学生に対
して必修科目でネットワーク活用演習を行い、インターネット活用のためのアカウントを
交付することができる可能性hがあるが、これまでにアカウントを得るチャンスがなかっ
た第 2学年以上の学生については、その可能性がない。
そこで、この際、第 2学年以上の希望する学生すべてに対してアカウントを発行しては
どうであろうか。
4 おわりに
こんなことを言うと、ネットワーク利用のきちんとした教育も行わないで、とんでもな
いことだと言われるかもしれない。しかし、こういうメディアは電話やファックスなどと
同様にその普及率が高くなるほどその利用価値が上がる。より多くの学生がネットワーク
を使えるようになれば、本学の学生の教育や研究等の活動にいろいろとよい効果が期待で
きると思う。
またまた、大変な作業や負担が総合情報処理センターにかかってきそうなことを提案し
てしまった。
わネットワーク利用教育は一切していないのに、、、
↑4平成9年度からのカリキユラムの変更により、現在、必修科目の『情報科学概論lに必要に応じて演習
を加える講義形態に変更することによる。これには担当教官の講義・演習の工夫も必要だが、、、
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